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通
り
に
入
換
が
で
き
な
い
理

由
と
労
働
時
間
の
取
扱
い
に

つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ

と
。 

20
．
乗
継
時
刻
が
指
定
さ
れ
て

い
る
場
合
、
乗
継
指
定
時
刻

ま
で
列
車
の
行
先
が
表
示
さ

れ
な
い
状
況
に
つ
い
て
、
新

潟
支
社
の
サ
ー
ビ
ス
面
で
の

考
え
方
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
。 

21
．
長
岡
場
面
の
折
り
返
し
時

間
に
お
い
て
、
「
自
動
車
便

乗
」
に
「
点
呼
な
し
」
の
時
間

設
定
が
な
い
理
由
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
。 

22
．
東
三
条
駅
弥
彦
本
線
に
お

け
る
手
歯
止
め
装
着
箇
所
を

下
り
方
（
新
潟
方
）
と
し
た
理

由
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。 

23
．
ホ
ー
ム
発
前
整
備
及
び
ホ

ー
ム
自
動
防
止
解
除
に
お
い

て
、
ド
ア
開
扉
時
刻
の
指
定

す
る
条
件
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
。 

   

15
．
新
津
乗
務
室
Ｂ
２
２
０
１

行
路
の
４
５
０
Ｍ
と
変
更
後

の
新
潟
乗
務
室
Ｂ
１
２
１
５

行
路
の
４
５
２
Ｍ
を
持
ち
替

え
、
別
紙
の
通
り
と
す
る
こ

と
。 

16
．
新
津
乗
務
室
Ｂ
２
１
０
５

行
路
の
２
３
９
Ｄ
出
区
を
青

出
区
と
し
、
食
事
時
間
を
確

保
で
き
る
乗
務
行
路
を
作
成

す
る
こ
と
。 

17
．
新
津
乗
務
室
Ｂ
２
１
１
１

行
路
の
回
２
２
２
２
Ｄ
出
区

と
限
定
運
転
士
が
出
区
す
る

回
２
２
２
４
Ｄ
を
持
ち
替
え
、

休
養
時
間
が
確
保
で
き
る
乗

務
行
路
を
作
成
す
る
こ
と
。 

 

【
労
働
時
間
・
作
業
環
境
に
つ

い
て
】 

18
．
Ｓ
Ｌ
８
２
３
３
列
車
が
慢

性
的
に
喜
多
方
駅
場
内
信
号

機
で
機
外
停
車
す
る
理
由
と

今
後
の
対
策
に
つ
い
て
明
ら

か
に
す
る
こ
と
。 

19
．
村
上
駅
に
お
い
て
、
時
刻

 

し
か
し
ダ
イ
ヤ
改
正
実
施

以
降
、
現
場
社
員
の
労
働
実
態

か
ら
改
善
を
求
め
る
多
く
の

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

新
潟
地
本
は
安
全
・
サ
ー
ビ

ス
品
質
、
労
働
環
境
や
働
き
が

い
向
上
な
ど
の
視
点
か
ら
検

証
を
行
い
、
次
期
ダ
イ
ヤ
改
正

の
行
路
作
成
時
に
お
け
る
改

善
・
見
直
し
を
求
め
て
、
７
月

23
日
に
申
16
号
と
し
て
「
２

０
２
５
年
３
月
ダ
イ
ヤ
改
正

検
証
に
関
す
る
申
し
入
れ
」
を

提
出
し
ま
し
た
。 

  

新
潟
地
本
は
今
年
３
月
の

ダ
イ
ヤ
改
正
に
お
け
る
乗
務

行
路
に
つ
い
て
、
申
７
号
に
よ

り
、
乗
務
す
る
組
合
員
・
社
員

の
目
線
か
ら
再
考
を
求
め
て

団
体
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。 

支
社
側
は
組
合
側
の
行
路

案
に
つ
い
て
、
行
路
と
し
て
成

立
し
て
い
る
と
認
め
な
が
ら

も
、
会
社
と
し
て
規
程
に
基
づ

い
て
現
場
と
確
認
し
な
が
ら

作
成
し
て
い
る
た
め
、
行
路
案

を
変
更
す
る
理
由
も
な
い
と

の
回
答
に
終
始
し
ま
し
た
。 

■ 

申
16
号 
申
し
入
れ
項
目 

※
こ
こ
で
は
「
別
紙
」
は
全
て
割
愛
し
ま
す 

今
年
７
月
以
降
に
退
職
を
迎

え
る
組
合
員
を
対
象
に
、
日
常

生
活
に
お
け
る
様
々
な
リ
ス

ク
に
備
え
る
制
度
と
し
て
、
一

時
払
退
職
者
傷
害
保
険
の
加

入
を
案
内
し
て
い
ま
す
。 

ふ
れ
あ
い
共
済
制
度
の
加

入
や
契
約
内
容
の
変
更
は
、
年

一
回
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の

み
可
能
で
す
。 

一
人
ひ
と
り
の
加
入
が
東

日
本
ユ
ニ
オ
ン
の
組
合
員
・
家

族
を
支
え
る
力
と
な
り
ま
す
。 

組
合
員
に
よ
る
相
互
扶
助

を
目
的
と
す
る
制
度
の
趣
旨

を
ご
理
解
い
た
だ
い
た
上
で
、

多
く
の
組
合
員
の
積
極
的
な

加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

組
合
員
、
家
族
の
生
活
維
持
等

を
支
援
す
る
制
度
で
す
。  

あ
わ
せ
て
、
「
ふ
れ
あ
い
共

済
制
度
」
の
加
入
者
を
対
象
と

し
て
、
３
大
疾
病
に
４
疾
病
を

加
え
た
７
大
疾
病
、
及
び
上
皮

内
新
生
物
の
治
療
費
等
を
ト

ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
す
る
オ
プ

シ
ョ
ン
制
度
と
し
て
、
重
病
克

服
支
援
制
度
も
募
集
し
ま
す
。 

ま
た
今
年
度
か
ら
新
た
に
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
労
働
組
合
独

自
の
組
合
員
福
祉
共
済
制
度

で
あ
る
、
ふ
れ
あ
い
共
済
制
度

に
つ
い
て
、
加
入
・
更
新
の
時

期
を
迎
え
ま
し
た
。  

こ
の
制
度
は
組
合
員
、
家
族

（
配
偶
者
）
が
不
慮
の
事
故
や

疾
病
に
よ
っ
て
亡
く
な
ら
れ

た
り
、
高
度
障
害
を
負
い
就
業

で
き
な
く
な
っ
た
際
な
ど
に
、

遺
族
年
金
や
一
時
金
と
し
て

（
新
潟
統
括
セ
ン
タ
ー 

新
津

乗
務
室
） 

９
．
Ｂ
２
１
０
３
行
路
の
回
２

２
３
１
Ｄ
と
Ｂ
２
１
１
１
行

路
の
２
５
２
７
Ｄ
の
新
津
乗

継
場
面
に
お
い
て
、
乗
継
指

定
時
刻
を
10
時
20
分
と
す

る
こ
と
。 

10
．
Ｅ
Ｃ
組
の
駅
業
務
時
間
帯

及
び
交
番
順
序
を
別
紙
の
通

り
と
し
、
乗
務
割
交
番
を
作
成

す
る
こ
と
。 

（
長
岡
統
括
セ
ン
タ
ー
） 

11
．
運
転
士
行
路
を
別
紙
の
通

り
と
し
、
乗
務
行
路
を
作
成

す
る
こ
と
。 

12
．
車
掌
行
路
を
別
紙
の
通
り

と
し
、
乗
務
行
路
を
作
成
す

る
こ
と
。 

13
．
運
転
士
行
路
及
び
車
掌
行

路
の
交
番
順
序
を
別
紙
の
通

り
と
し
、
乗
務
割
交
番
を
作

成
す
る
こ
と
。 

 

【
他
区
所
と
の
担
当
列
車
持

ち
替
え
に
つ
い
て
】 

14
．
新
津
乗
務
室
Ｂ
２
２
０
２

行
路
の
回
２
５
８
１
Ｍ
と
変

更
後
の
新
潟
乗
務
室
Ｂ
１
２

０
４
行
路
の
４
３
７
Ｍ
を
持

ち
替
え
、
別
紙
の
通
り
と
す

る
こ
と
。 

を
作
成
す
る
こ
と
。 

５
．
運
転
士
行
路
に
お
い
て
、

新
規
養
成
を
目
的
と
し
た
乗

務
割
交
番
組
に
信
越
本
線
直

江
津
～
新
潟
間
の
特
急
列
車

及
び
柏
崎
～
長
岡
間
の
普
通

列
車
の
乗
務
を
組
み
込
ん
だ

乗
務
割
交
番
を
作
成
す
る
こ

と
。 

６
．
運
転
士
行
路
に
お
い
て
、

交
番
順
序
通
り
に
運
用
で
き

る
乗
務
割
交
番
と
す
る
こ

と
。 

７
．
Ｃ
６
０
０
５
行
路
と
Ｃ
６

０
１
５
行
路
を
別
紙
の
通
り

に
組
み
替
え
て
行
路
を
作
成

す
る
こ
と
。 

８
．
車
掌
行
路
に
お
い
て
、
駅

業
務
時
間
帯
を
別
紙
の
通
り

と
し
、
乗
務
割
交
番
を
作
成

す
る
こ
と
。 

１
．
乗
務
行
路
素
案
を
各
現
場

で
検
討
す
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
次
期
ダ
イ
ヤ
改
正
に

向
け
て
の
考
え
明
ら
か
に
す

る
こ
と
。 

 

【
乗
務
行
路
及
び
交
番
順
序

に
つ
い
て
】 

（
庄
内
統
括
セ
ン
タ
ー
） 

２
．
Ｅ
Ｃ
・
Ｄ
Ｃ
２
組
の
１
２

４
行
路
と
２
２
５
行
路
の
交

番
順
序
を
入
れ
替
え
て
乗
務

割
交
番
を
作
成
す
る
こ
と
。 

（
新
潟
統
括
セ
ン
タ
ー 

新
潟

乗
務
室
） 

３
．
運
転
士
行
路
及
び
交
番
順

序
を
別
紙
の
通
り
と
し
、
乗

務
割
交
番
を
作
成
す
る
こ

と
。 

４
．
拘
束
時
間
が
24
時
間
を
超

え
な
い
よ
う
に
運
転
士
行
路

 

 

団体交渉に向けて 
職場からたたかいを 

作りだそう！ 

２０２５年８月２８日（木） 

１３時００分より 

申１４号 

「モビリティ・サービス系統に 
おける体制見直しについて」 

に対する検証の申し入れ 

 

新
潟
地
本
は
７
月
23
日
、
申
16
号
と
し
て

「
２
０
２
５
年
３
月
ダ
イ
ヤ
改
正
検
証
に
関
す

る
申
し
入
れ
」
を
新
潟
支
社
に
提
出
し
ま
し
た
。 

  

 

 

 

 


